
 

別紙 1 

 

１.借受者のＫＰＩの達成状況 

 

目標(a) 実績(b)
達成状況
(b/a）

目標(a) 実績(b)
達成状況
(b/a）

目標(a) 実績(b)
達成状況
(b/a）

目標(a) 実績(b)
達成状況
(b/a）

目標(a) 実績(b)
達成状況
(b/a）

○○地域委員会 ○○○○ ○○○○
10〇〇0015
22○○7001

500 512 510 99% 524 536 548 560

○○地域委員会 ○○○○ ○○○○ 10〇〇0016 800 816 820 100% 832 848 864 880

○◎地域委員会 ○○○○ ○○○○
10〇〇0017
22○○7002

300 306 337 110% 312 318 324 330

○◎地域委員会 ○○○○ ○○○○ 10〇〇0018 600 612 490 80% 624 636 648 660

50%

5年目

地域委員会名
地域計画参画
借受者名

基準年

地域の達成割合

1年目 2年目 3年目 4年目

計画番号地域計画名

 

  

地域委員会・地域計画毎に整理願います。 

小数点以下は切り捨て願います。 
達成状況の平均値ではなく、報告件数中、

100％以上を達成した件数の割合を記載 

複数回利用がある場合は全

ての計画番号を記載 
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別紙２ 以下は、地域委員会から提出のあったものを基に審査会にて作成 

 

１．借受者等 

 計画番号  10○○0017、22○○7002 

 借受者名 ○○○○ 

 リース事業者名 ○○○○リース事業者 

 

２.取組の目標（ＫＰＩ）の達成状況等 

 

 

  漁業所得（個人経営の場合） 

 又は償却前利益（法人経営の場合） 
評価結果 

基準年 

 

        ３００万円 

 

基準年の考え方：先行事業の基準年 

・採用した基準年の算出方法を記載 

先行する漁船リース事業の事業のKPIの基準

年：３００万円 

・先行又は同時スタート事業のKPIを記載（

先行事業が機器導入の場合は漁労収入を新

リースの基準に引き直した金額を記載） 

 １年目 

(2020年12月) 

(西暦) 

  目 標(a)        ３０６万円 

 
漁獲量は前年を下回るも、○○の導入に

よる高鮮度保持等が単価の向上に繋がった
こと、△△導入による水揚作業の効率化で
人件費、燃油代等の経費が適正水準に収ま
ったこと等で漁労所得が向上し、目標を達
成した。 

 

・借受者のKPIの達成状況の評価結果を具体 

的に記載 ※１ 

 

・リース物件が漁船の場合は、遊漁船等漁

業以外での使用状況(事前に計画承認されて

いることを要することに注意)を水漁機構が

別途指定する様式（令和7年8月4日付け水漁

機構成長第140号「リース漁船の使用状況確

認の実施について」）に記載して添付する

こと 

  実 績(b)      ３３７万円 

  達成状況(b) /(a)  １１０％ 

 ２年目 

(2021年12月) 

 

  目 標(a)      ３１２万円  

  実 績(b)       〇〇〇万円 

  達成状況(b)/(a) ○○○％ 

 ３年目 

(2022年12月) 

 

  目 標(a)      ３１８万円  

  実 績(b)       〇〇〇万円 

  達成状況(b)/(a) ○○○％ 

 ４年目 

(2023年12月) 

 

  目 標(a)      ３２４万円  

  実 績(b)      〇〇〇万円 

  達成状況(b)/(a) ○○○％ 

 ５年目 

(2024年12月) 

 

  目 標(a)      ３３０万円  

    実 績(b)      〇〇〇万円 

  達成状況(b)/(a) ○○○％ 

 

３．改善策提示の有無 

     有  ・  無  ← 該当する方を○で囲む ※２ 

 

注 １．改善策提示が有の場合は、提示した改善策の写しを添付すること。 

２．過去に記載した内容も残したまま、追記により記載すること。 

リース開始年月日(西暦) 

２０１９年１１月３０日 

報告の決算年月日(西暦) 

２０２０年１２月 

小数点以下は切り捨て願います

。 

成長産業化審査会は、地域委員会から

提出された別紙２を元に本紙を作成し、

提出された別紙２と共に水漁機構に提出

する。 

（※１、※２が地域委員会から提出され

た別紙２と異なる部分。） 

複数回利用がある場合は全

ての計画番号を記載 
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